
〈総合的な学習の時間部会>

1研 究 主 題

f個 に応 じた生きるカの素地をは ぐくむ指導と評価に関する研究」

江 研究の概要

生 きるカ の素地 をは ぐくむた めに欠 かす ことので きな い観 点 を 、 これ までの学 習活 動 の

中か ら具 体的 に洗 い出 し、限定 した。また 、学習 活動 に即 した具体 的 な評 価 規準 を設 定 し、

生徒 へ の 支援 の 手立 て を工夫 した.特 に、 「総 合的 な学 習の 時 間」 で は、生 徒 の変容 を 的

確 に と らえ るこ とが大切 で ある と考 え、個 に応 じた きめ細 か な指導 のため の効 果 的 な資料

の活 用 につ いて研 究 した。

皿 研 究 の 内 容

新 学 習 指 導要領 に基 づ く教 育課 穏の 実施 も2年 目を迎 え、各 学校 の 「総合 的な学 習 の時 間」

の 実践 は 、生徒 の実態や 地域 の特性 を踏 まえ なが ら、 育て たい と願 う生 徒像 の実現 を 目指 し、

3年 間 の系統性 を考慮 して特色 の あ る学 習活 動 を展 開 しつ つ あ る。す なわ ち 、多 くの 学校 で は,

どの よ うな方 向を 目指 して 、 どの よ うな学 習 内容 を用 意すべ きか とい う段階 は 、一応定 着 した

と考 え られ る。今 後 「総 合的 な学 習 の時 間」 が、生徒 一人 一人 を成 長 させ得 るか ど うか は 、評

価 活 動 を どの よ うに進 めるか にか か って い る。 そのた めに は、 ね らい に即 して、 育て よ うとす

る力 につ い て の明確 な評価 規 準 の設 定 が必 要で あ り、 「生 き 方」 な ど 目に見 えに くい もの を評

価 す る具体 的 な方策 を持た な けれ ば な らない。 学習の過 程 にお け る個 々 の生徒 の変容 を、何 に

よ っ て どの よ うに把握 し、評 価 に結 び つけ るのかは重 要で あ る。この点 におい て、各学校 で は 、

まず 実 践 を軌 道に乗 せ るこ とが先 決 で あ った感 が あ り、一 連 の評価 活 動 の研 究実践 は十 分 とは

い えな い と受 け止 めてい る。

一 方 で
、 中央教 育審議 会 「初等 中等教 育 にお ける 当面 の教 育課題 及 び指 導 の充 実 ・改善 方針

に っ い て 」(答 申)に よれ ば 、 「総 合 的な 学 習の時 間」 は学 び へ の 動機 付 けを図 る と と もに 、

各 教 科 等 で学 んだ知 識や技能 を実生 活 に応 用 す るカ 、思 考力 、判 断 力 、表現力や 学ぶ 意欲 を高

め る な ど一 層 の充実 が求 め られて い る ところであ る。

また 、 平成14年 度 の本研 究 開発 委員 会 で は、研 究主題 を 「総 合的 な 学習 の時 間の ね らい の

達 成 を 目指 す 指導 内容 ・評価 の 工夫 」 と設定 し、そのね らい の一 つ で ある 「自己の生 き方 を 考

え る こ とがで き る よ うにす る1を 重視 して研 究 に取 り組 んで い るが 、今 後の 課題 と して評 価 の

工 夫 の 必 要性 を掲 げて いる。

以 上 の こ とが らを総合的 に とらえて 、本年 度 は、生 き るカ の 育成や 生 き方 を重視 した学 習 目

標 に 照 ら した観 点 を設定 し、福祉 ボ ランテ ィ ア体験 「老 人 ホー ムへ の訪 問」 とい う具体 的 な研

究 例題 を基 に 、評価 規準 ・評価方 法 の在 り方 にっ いて研 究す る こ とに した.特 に、生徒 の学 習

活 動 に 即 した 具体的 な評価規 準や 授 業 にお け る支援 の手 立て 等 を 工夫 し、そ の有効 性 を授 業 の

中 で検 証 す る こと とした。
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評 価 へ の考 察

(1)評 価 の 観 点

本 研 究 で は 、 文 部 科 学 省 が示 した 「総 合 的 な学 習 の時 間 」 のね らい に 沿 った5っ の 観 点 、

「① 課 題 設 定 の 能 力 」r② 問 題 解 決 の 能 力 」 「③ 学 び 方 や も の の 考 え方 」 「④ 学 習 へ の 主 体 的

・創 造 的 な態 度 」 「⑤ 自 己の 生 き方 」 に着 目 し、評 価 の 観 点 を 「A課 題 設 定 能 力 」 「B課 題

解 決 能 力 」 「C自 己表 現能 力 」 「D自 己 の 生 き方 の 探 求 」 の4点 と した 。 文 部 科 学 省 の あ げ

る 「③ 学 び 方 や も の の考 え方 」 と 「④ 学 習 へ の 主 体 的 ・創 造 的 な 態 度 」 に つ い て は 、 本 研 究

で は そ れ ぞ れ の 観 点 に 関 わ っ て く る も の と考 えた 。 そ の上 で 、学 習 した 内容 や 主 体 的 な活 動

を表 現 す る 能 力 は 、 「生 き る力 の 素 地 を は ぐ くむ 」観 点 と し て重 要 で あ る と考 え 、 「C自 己

表 現 能 力 」 と して ま とめ た。 こ う して 評 価 の観 点 を 「生 き る 力 の 素 地 を は ぐ くむ 」 視 点 に 立

って4つ に と ら え直 す こ とで 評 価 を わ か りや す く した。 こ の4観 点 で 評 価 す る方 法 と して 様

々な 評 価 資料 を 作 成 し 、学 習 活 動 の そ れ ぞ れ の場 面 で評 価 して い け る よ うに した 。

A課 題 設 定 能 力

晴 報 整 理 カ ー ド1・翻 ・隆 題 設 定 記 入 用 細 ・噛 己評 価 カー一ド1

課 題 を 明確 にす る た め の資 料 を 作 成 す る.的 確 な 学 習活 動 を行 うた め 、生 徒 同 士 の 討 論 を

深 め て い き 、各 自の テ ーマ を 明確 に し設 定 で き る こ とを評 価す る。

B課 題 解 決 能 力

1アポイ ン トカー ド1・画 ・瞳 報整理カー ド1・匿亙 亙 魏 ・睡 仕事分担 カー 団・

1役割 個人 カー ド1・1自己評価 カーi{1

=事前 学 習 で取 り組 む べ き 内容 な ど、 計 画 に 沿 って 課題 が 解 決 で き る こ とを評 価 す る。

C自 己表 現 能 力

塵]'麺 ・匪巨囲 ・伯己評価力・一ド1

自 己の 課 題 に沿 っ て 取 り組 ん だ 内容 に つ い て表 現 で き る こ と を評 価 す る。

D自 己の 生 き方 の 探 求

匪 験 レポ ー ト1・匝 者 評 価 カ ー ドi・匪図 ・旧 己評価 カー 団

自 己や 他 者 評 価 に よ り、 学 習 を振 り返 り、新 た な 課 題 を主 体 的 に探 求 で き る こ とを 評 価 す

る。

(2)評 価 規 準

福 祉 ボ ラ ン テ ィ ア体 験 「老 人 ホ ー ム へ の 訪 問」 を研 究 例 題 に 、 どの よ うに評価 す る と一 人

一 人 の生 徒 の 資 質 や 能 力 を 高 め て い け るの か を考 察 した
、 まず 、 予想 され る生 徒 の活 動 を 、

計 画 の活 動 項 目 ご と に分 け て 、 評 価 規 準 を作 成 した 。 評 価 規 準 は 、生 徒 の活 動 が よ り主 体 的

に 、 活 性 化 して い け る よ うに具 体 的 に 明 示 した。 例 えば 、 老 人 ホ ー ム に電 話 をか け ア ポ イ ン

トを と る学 習 活 動 で の 評 価 規 準 は 、 「相 手 の 立場 を 考 え 、 必 要 な 事 柄 を 踏 ま えた や り と りが

で き た か 」 で あ る。 評 価 規 準 が 明 らか で あ れ ば、 相 手 の 立 場 を考 え るに は ど うい うこ とが 大

切 な の か 、 や り と りをす る と き に ど うい うこ とに 配 慮 す れ ば よい か な ど、 主体 的 に生 徒 が 工

夫す る よ うに な り、 工 夫 した こ とを実 際 の揚 面 で 有 効 に生 か して い く こ とが で き る。

(3)「 認 め」 とf支 援 」 の 手 立 て

評 価 規 準 が 明 確 で あれ ば 、教 師 は学 習 活 動 のあ ら ゆ る場 面 にお いて 、何 を ど う支 援 す る こ
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とが必要なのかが明 らかになる。生徒一人一人の成長を認 め、更に取 り組みの不十分 なところを支援 してい

くこ とができる。 また、授業の中で生徒の実態 を的確にとらえ、適宜授業計画や内容 の修正を図ることがで

きる。

研究例題 福祉ボランティア体験 「老人ホームへの訪問」

時

間

予想される

学習活動

評価の

観点

生徒の学習活動に即した

具体的な評価規準

認めと支援の手立て 評価方怯

1

老人ホームとは

何か。

④

③

A

A

・積極的 ・圭体的に惰鰍収集を行ってい

るか。

・インターネッ ト・公的機関 ・書箱など

を活用しようとしているか.

・学習活動のやり方がよくわか らない小

グループに適宜ア ドバイスを与える。

・インターネ ジトの利用の仕方や、情報

の監理怯な どを適宜ア ドバイスす る。

泊 己評価カー ド1

1情 鱗 理カー ド1

授叢観富

2

訪問の 目的やテ

ーマについて話

し合う。

① A ・話 し合いを通 して目的を理解 し、自分

な町のテーマを設定することができた

かu

・テーマ設定が困難な生徒には適宜個別

指導を行 う。

囮
謳鰍 定記λ用霜

自己詳価力_ド1

授業観察

3

老人ホームに電

話で趣旨を説明

し、アポイン ト

をとる.

②

③

B

C

・相手の立場を考え必要な事柄を踏まえ

たやりとりができたか。

・闇き手にわかるように、訪問の趣旨を

的確に伝えられたか.

・アポイン トカー ドをチェックし、不足

な点について助言する。

・人と接するときの基本的なマナーを指

導してお く。

1ア ボイン トカー ド1

1相甑 ヵ_ド1

1自 己評価ヵ_ド1

授業観察

4

事前学習 〔老人

ホームの1日.

職 員の仕事など

を調べる)

②

③

②

B

B

・搭要な事項を収集 し、整理 ・話用する

ことができたか。

・訪問に同けての手順 ・計画を立てるこ

とボできたか。

・情報整理カー ドをチェックし
、必要に

応じて助言する.

隔 報監理ヵ一ド[

1自 己評価ヵ_ド1

授業観察

5 体験に向けての

事前相談

② B ・受け入れ先の恋向や配慮事項を理解す

ることができたか.

・事前相談用紙をチ ェックし
、不明瞭な

点を助言す る。

擁 前相談用副

憎報整理力_ド1

i自 己拝伍ヵ_ド1

授業観察

6 体験に向けての

事前準備

①

④

②

A

B

B

・体験できる内窟 ・方法について相談し

決定できたか.

。自ら進んで話 し合お うとしているか自

・自分の課題にあった役割分担ができた

か.

・話 し合いを観察 し、其体的な話 し合い

ボ進まない班には助言をす る。

圃
1斑仕事分担力_刈

1㈱1梱 肋_ド1

1自己評価カーH

授業履察

7 体験学習

③

④

②

B

C

B

・マナーを守って行動できたか。

・積極的に行動 し.交 流できたか,

・予想外の出来事に もその場に応じた行

動ができたか。

・事前に基本的なマナーや接 し方を指導

しておく。

1佑湘 監1

1記 評価か 刈

8 まとめ

③

⑤

C

D

・体験を自分な りにまとめられたか。

・今後の課題や友達に呼びかけたいこと

などを盛り込めたか.

・峯前学習でわかった内容や体験で学ん

だことなどを自分なりの言葉でまとめ

るように助言する.

体験レポー ト

自己評価カー ド

授業観寮

9 発表

③

④

C

C

・勤果的な発表になるための工夫がなさ

れているか。

・表現豊かな発衷ができたか.

・発表の藷本 的な形を指導す る.

・話 し方を指導 した り、発表原稿をチェ

ックした堕する.

他者評価カー

自己評価カー ド

授業観察

且o 全体のまとめ ⑤ C

D

・学習全体を通 して成長が感 じられたか ・学んだことや学習を通 して成長 したこ

とを質問形式で暗認 させ る。

囹
生 齢 レポー ト

【観点 の記号についての説明1数 字は(文 部科学省の観点}、 アルファベ ットは 僚 京の教育21部 会の観点}
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爬 指 導 事 例

検 証授 業1

研 究 例題 「福祉 ボ ランテ ィア体 験(老 人 ホー ムへ の訪 問)」 にお け る 「4事 前 学習 」を 、

「上級 学校 を知 ろ う」 の中で検 証 す る。

(1)指 導案

ア 学年 のテ ーマ 「上級 学校 を知 ろ う」

イ 学 習 内容 とね らい

① 学校 案 内を基 に上級 学校 調 べ を行 い、様 々 な上級 学校 の内客 を理解 し、上 級学 校へ の

興 味 ・関心 を高 め る。

② 上級 学校 に1日 体験 入学 し、 上級 学校へ の理解 を深 め る と ともに、上級学 校 の生徒 と

の異年齢 交 流 を行 う中で コ ミュニ ケー シ ョン能力 を高 める。

③ 調 べ学 習後の 中間発 表や 体 験 後 のプ レゼ ンテー シ ョンを行 い、発表能 力 を高 め る と と

もに、各 自の理 解 を学年 全員 で共有 し合 い 、今後 の 自己の生 き方 に生かす 。

ウ 検証 授業 のね らい

本 時 の検 証授業 では 、体 験 学習 前 の事前学 習 にお いて 、評価 の観 点rB課 題 解 決能力 」

に っ い て具体 的 な評価 規 準 を 定 め、 支援 の仕 方や 評価 方 法 を検証す る。 「総 合 的 な学習 の

時 間」 の評価 は、1時 間 ご との授 業 の 中だ けで とらえるの で はな く、生 徒の活 動 の積み 重

ねや 変化 を形 成的 に評価 して い くこ とが 大切 で ある。 そ こで、 具体的 な評価規 準 を定め 、

授 業 観 察 とともに生 徒 の学 習活 動 が わか る精報 整理 カー ド1や発 表 作 品を点検 し、生徒 自身

に よ る【自己評価 カ ー ド1を有 効 に活 用 して 「認 め」 と 「支援 」 を行 い 、生徒一 人一 人 が伸 ば

した能力 を評価 す る手 立て を考 え る。

工 本 時の授 業

授 業 クラス2年1組(男 子 ユ9名 、女子20名)

授 業 内容 上級 学校 体験 に向 けて の事前学 習(3時 間 目)

◇ 班 ご とに各種 上級 学校 を分 担 し、特色や 内容 をま とめ、 中間発 表の 準備 を行 う.

〈分担 〉①全 日制 普通 科 、② コース制 、③ 定 時制 、④ 工業科 、⑤ 商 業科 、

⑥農 業科 、水 産 科 、家 庭科

流 生徒の学習活動 評価 の 生徒の学習活動に即した 認め と支援の手立て 評価方法

れ 観点 具体的な評価規準

・本 日の活 動を班 で確 ・前回のま とめ を点検 して、不

導 認す る。 明 瞭な点や 不足 しているこ と

入 な どを指嫡 し、本時でや るべ

きことを明 らかにする。

・前回 分担 した 自分 の ② ・本時 の 自己の課 題が明確 ・生徒の様子 を観 察 し、適宜声 樋鰻 理か ヨ

項 目にっ いて、 ま と に な っ て い る か 。 をかけて相 談にのる. ・発 農 の ための 話

展 め の続 きを行 う。 ③ B ・ま とめに必要な 事項 を資 ・効果的 な発表 ができるよ うな し合い

・自分の発表 内容 を情 料 か ら見 つ け、驚理 ・活 まとめ方や資料 の提示な どを ・発表作品
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書 す る。 ④ 用 をす ることができてい 助言する. ・自 己 評 価 カ ー ド

開 ・必要 な資 料や グラ フ る か。 ・授桑観察

を作成する. ・効果的な発表 になるよう、

工夫 しているか。

ま ・自己評価 カー ドに記
・自分 の気 づい たことや感Uた

と 入す る。 ことを 自会 な りの言葉で記録

め ・次 回 の授 業 の破認 を するよう助曾する。

す る.

選評価の観点② ・③ ・④は、文部科学省の示した観点である。

(2)検 証授 業1を 終 えて

本校 は 「総合 的 な学習の時 間 」 がま だ十分に定 着 して い な いた め、生徒 たち に とっては、

このr上 級 学校 を知ろ う」 とい う学習 が初 めての本 格的 な 時 間で あ った。 その た め、初 期の

段 階 では 、自分で 目標 を定 め 、調べ学 習 をする ことに な じめない 生徒 がか な り見受 け られ た。

そ こで 、 自己評価 カー ドの 「先 生 よ り」 の欄 に、 「そ の時 間 に、生徒 がや れ て いた こ と」 を

記入 して 生徒 の 活動 を認 め る と ともに、 「次回 は何 を した らよい のか 」を ア ドバ イ スす るこ

とに した 。 記入 に 当た っては 、① 授業 中の生徒 の活動 を観 察 し、適 宜支援 を行 い 、そ の後の

生徒 の変 容 を とらえ る。②匝 報整 理 カー ド1や発 表 作 品の 下 書 き な どを毎時 間点 検 し、 「授業

中の 支援 を生か してい るか 」、 「的確 な情報 を収 集 し、 ま とめ て い るか」 な どを確認 す る。

そ して 、旧 己評 価 カー 団の記 入 内容 と①や ② を も とに、r認 め」 と 「支援 」 を記 入す るこ と

に した。

そ の結 果 、 自分 の学習す る 目標 を徐 々 に理解 し始 め、 中間発 表 に 向 けて 、ク ラス全員 が班

の 中 で 自分 の分担 の調べ学 習 を行 うこ とができ る よ うにな っ た。 また 、意欲 ・関心の高 い生

徒 に とって は匝 己評価 カー ドト の記 入 が 、更に何 をすべ きか 自命 で考 える手立 てにな ってい

る。 自己評 価のrA・B・C」 につ いて も、 しっか り学 習 に 取 り組み は じめ る と、何 もや っ

て いな か った とき には平気 でfA」 をつ けてい た生徒hS、 自分 の学習 状況 を考 えて 自己評価

をっ け る よ うに変 わって きた 。 そ して 、今 日はよ くや っ てい る と教 師 が思 うときに、生徒 自

身 も素 直 に 「A」 の評価 を 自分 に下す 自信 も出て き た。

検 証 授 業 を通 して、上記 の指 導案 に示 した具 体 的な評価 規 準 を基 に、評価方 法 を有 効 に活

用す る こ とで、① 一人一人 の 生徒 へ のr認 め」 とr支 援 」 を行 うこ とがで き、生徒 の学 習意

欲 を向 上 させ る ことがで きた。 ② 生徒 の学習能 力 の 向上 を形成 的 に とらえて評価す る こ とが

よ り可能 にな った。 この2点 の検証 が できた とい え る。

《自己評価カードの記入例力

自己のi学習 を砲認 し、次の学習 に向かっている
意欲 のあ る生徒の記載例

弁日、孝糟 した;と

欝艦繍 錨黙魏 磐 、燃 鞍解・

勉 聯 螺 繍i謡欝
le-
a灘 移灘1黙 翻 難 讐 騨 躍幅 域

敏師の 「認 め」やF支 援」の言葉 か ら学習 の仕方
を見つけ ることができは じめた生徒の記鐵例

ノ}口.学 曽した こと

轟 揮 雛 砧1。 購1旛 翻

享嬬 傑 贈 ヒ塾 蕪 鐸 監
書書絢 ・、・㍗、凪 ・珊 セ・噸 帳='昌 し卿,葦 ～・葡

thtn、 孔ちtlv,'・ と・'「ボ.τ 思 」7.
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検証授 業2

研究例題r福 祉 ボランティア体験(老 人ホームへの訪 問)」 で研究 した方法を検証す

るため、 「国際理解:海 外修学旅行 を企画 しよ うユの第7時 「文化講座2・ モ ンゴル」

を検証授 業 として取 り上げ る。

(1)指 導案

ア 学年のテーマ 「国際理解=海 外修学旅行を企画 しよ う」

イ 学習内容 とね らい

①架空 の海外修学旅行 を企画す る.そ の中で、世界の様々な文化に触れ 、そのお も

しろさ ・素晴 らしさに気づき、世界への視野を広げる。

②旅行 の企画 ・校外への取材 ・ま とめ ・発表を通 して、課題設定能力 ・課題解決能

力 ・自己表現能力 を育て る。

ウ 学習の流れ

時 生徒の学習活動 鯨 学習活動に即した具体的な評価規準 評価方法

1 ガイダンス

文化講座1「 ガーナ」

A 外国に興味が持てたか

これからの見通 しが持てたか

文化講座 ワー ク

シー ト1

2 グループ偏成、どうやって調べる

か話 し合い活動計画を作成

A 調べ学習の方法が理解できたか

グループの役割分担ができたか

活動計画書

3 その国について調べる B 各種の調べ方ができたか 情報整理カー ド

4 取材先 を決め、アポイン トを取る B 取材先を探 し、アポイン トが取れたか アポイン トカード

5 取材 内容を決め、取材先に送る B 取材内容を考え質問にまとめられたか 取材箪備カー ド

6 発表の方法を考える A 分かったことをま とめて発表の構想が

立て られたか

発表企画カー ド

7 文化講座2「 モンゴル」 B

D

発表の参考にで音たか

外国への興味が噌 したか

文化講座 ワー ク

シー ト2

8 取材の準備 、行き方などの確羅 B 取材に行く準備ができたか 取材カー ド

9 校外学習 〔校外での取材〕 B マナーを守って取材ボできたか 取材カー ド

10 ま とめ ・お札状の作成 B

C

発表の内容を決められたか

お礼状が吉けたか

お礼状

取材報告カー ド

11 ま とめ ・発表用補助資料(パ ンフ

・ポスター)の 作成

C 工夫 して、表現 したいことが表現でき

たか

補助資料

発表台本

1ヱ ま とめ ・発 表会 リハー サル C 聞く側に立ウた発表になっているか リハーサル指導

発表台本

13 「予選 コンベ 」教室 ご とにプ レゼ

ンテー一シ ョン

C

D

熱意のある発表になったか

聞く側ぽ適切 に評価できているか

発表

他者評価カー ド

14 「決勝 コンペ」学年で発表 C

D

質の高い発表になったか

聞く側は発表から学べたか

発表

他者評価カー ド

*授 業観察 ・自己評価カー ドの使用は全ての時間で行った

工 検証授業のね らい

本時では、取材 とま とめに先立って、生徒がモンゴル人によるモ ンゴル 文化のプ レ

ゼ ンテーシ ョン(副 題 「モン ゴル修 学旅行ではこん な体験がで きる!」)を 受けた。
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目的は、① 外国への興味関心を高める ②外国人 とふれあ う経験を積む ③ これ を参

考 に自分達の発表 よりよいものにする ④本校の生徒会が長年取 り組 んでいる 「モ ン

ゴルス トリー トチル ドレン支援活動」について認識 を深める、の4つ であ る。

オ 本時の授業 対象1第1学 年(男 子47名 、女子52名)

流

れ

生徒の学習活動 観

点

生徒の学習活動に即した

具体的な評価規準

認めと支援

の手立て

評価方法

導

入

開会 生徒司会の言葉 A ・本時の課題を把握 したか ・司会が本時の目的

と課題を説明す る

授業観察

展

開

プ レゼンテーションを受ける

①モンゴルの自然

スライ ドとビデオ ・説明

②モンゴル相撲

力士による説明と試技

生徒との対戦

生徒伺士の対戦

③モンゴルの馬頭琴と歌

馬頭琴の演奏

馬頭琴 と歌の演奏

④モンゴルの子供の生活

スライ ドと説明

⑤質疑応答

閉会 司会の言葉

B ・モンゴルの自然や文化に

興味を持ったか

・日本 との違いに気付いた

か

・スポーッ ・音楽など文化

は様々な分野があること

に気付いたか

・実演 ・スライ ドや ビデオ

などの表現方法の持つ特

色 と勤果を認識できたか

・モンゴルの子供達の現状

について認識できたか

・生徒の挑戦者を募

る

・質問を募る

授業観察

ま

と

め

文化講座ワークシー ト2の

記入

C

D

・自分な りの言葉で瞳 じた

ことを表現できたか

・自分達の発表の参考にす

ることができたか

・書き方のア ドバイ

ス

文 化 講 座

ワー ク シ

ー ト2

(ユ)検 証授業2を 終 えて

今 回の学習では、活動の 目的や評価 規準を明確 に し、 目的 を実現す るのに適 した

匝 一 クシー 日を作成 した。 また、その1ワークシー ト1を資料 として生徒を評価 ・支援す

ることを心掛 けた。検証授業までの時間で、生徒は毎時間ワー クシー トを使って課題

に 取 り組 み 、直 己評 価 カ ー ド1を用 い て 自 己評 価 し、教 師 は1自己評 価 カ ー 固と

1ワー クシー ト1の点検 と書き込みを通 して支援す るとい う流れ をある程度作 ることがで

きた。本時は学習の流れ の中間点に当たるが、これまでの取 り組みの流れか ら判断す

ると生徒が戸惑 いを感 じて もお か しくない内容 であ った。 しか し、反化 講座ワー妙引

を見 ると、多 くの生徒が 「私達 も言葉だけではな く実際に体験できる発表 をや ろ うと

思 った」、 「イ タリアの楽器や あい さつ、早 口言葉 な ども紹 介 しよ うと思いま した」

な どと書いている。 この ことか ら、生徒たちは 目的を理解 し、自分の発表 をよりよい

ものに してい'こうとす る意欲が より一層高まったこ とが確認 できた。活動の 目的や評

価規準 を明確に し、 目的を実現するのに適 した1ワー クシー ト1を作成 して、生徒 を評価

・支援することは生徒の意欲を引き出 し、カを伸ばすのに有効であると考 える、
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3資 料 の説 明

「総 合的 な学 習 の時 間」 の評 価 では、結 果だ け を評 価す るので はな く、学 習の過 程 も含 め

て評 価 す るこ とが 大切 で あ る。 そ こで、 生徒 の学習 活動 に合 った評 価質 料 を工夫 し、生徒 の

活 動 をよ り具体 的 に評 価で きる よ うに した。評 価資 料 に は、生徒 が 自己評価 をす る欄 と、教

員 や他 者 か らの評 価 を記入 す る欄 を特 に取 り入れ た。露
「福 祉 ボ ラ ンテ ィア体 験(老 人 ホー ムの訪 問)」

一 資料 の活 用手順 一

情 報 整 理 カ ー ド ・自己評 価 カー ド

」ユ輸 ±究二灘 繍 鵬

医 齢 記 録 ・課 題 記 入 用tu・ee評fU"一 一一ド1

』=L目 的 の理解 ・自分 のテー マ

1ア ボ イ ン トカ ー ド ・自己詳 価 カ ー ド

相 手 の 立場 を考 えたや りと り

O訪 問の趣旨の的確撫

事 前 相 談 カ ー ド ・情 報 整理 カ ー ド

自 己評 価 カ ー ド

」ユ 受け入れ先の意向や配慮事項の理解

討 論 記 録 ・班 仕 事 分 担 カ ー ド ・個 人 カ ー ド

自 己評 価 カ ー ド

O内 容'方 法の撒 齪'課 駆 合った
役割分担 ・積極的な話し合い

体験記録 ・訪問先の評価 ・自己評価カー ド

・」=」社 会性 ・積 極 性 ・そ の場 に応 じた行 動

体験記録のまとめ ・自己評価カー ド

体 験 を 生 か した ま とめ

u
今 後 の課 題 ・他へ の 呼び かけ

他 者 評 価 カ ー ド(発 表)・ 自 己評 価 カー ド

r〔ユ 効果的な発表の工夫 ・表現豊かな発表

課 題 レポ ー ト ・自 己評 価 カ ー ド

自分なりの気づきや成長

一
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V研 究 の ま と め

1研 究 の成 果

本研 究 では 、過 去2年 間 の指 導 と評 価 に関す る一連 の研 究成果 と課題 を踏ま えて ・ 次の よ

うな視 点で取 り組 んで きた.

① 「総 合 的 な学 習 の時 間」 にお いて は 、育 てたい 生徒 の力 につ いて の明確 な 目標 設 定が 学校

や 学年 ごとに必要 で あ る こと(「 生 き るカの素 地 をは ぐ くむ」視 点 に立 った観 点の 見直 し)

② 「生 き るカ」 といった客観 的 に と らえ難 い能 力 を評価 し育 成す るため には、生徒 の 学習 活

動 に即 した具 体的 な評価 規準 が 、教科 指導 以上 に必要 で あ る こと(評 価規 準 の検討 と設 定)

③ 学習 過程 にお け る生 徒の 変容 を、何 に よ って 、 どの よ うに とらえ、評価 に結び 付 けて い け
　

ば よいのか 、具 体的 なモ デル を示す こ と(評 価 資料 の作成 とその有効性 の検 証)

上 記 の視 点か ら、生徒 の学 習過程 にお け る様 々 な評価 資料 を基 に 、生徒 の活 動 を意 味 ある

も の として 「認 め 」、 学び を 「支援 」す るきめ細 か な指導 と評 価 の一体化 を図 る授業 の在 り

方 を追 究 した。具体 的 に は、 福祉 ボラ ンテ ィア体験 「老人 ホー ムへ の訪 問 」 を研 究例 題 と し

て生 徒 の変容 を確 認す るた め の横 々な評価 資料 のモデ ル を試 作 した.こ れ らの評価 資 料 を活

用す る こ とが生徒 の学 習活動 に即 した具体 的 な評 価規 準 を達成す るの に有 効で あ る こ とを検

証す るため に2回 の検証 授業 を行 った。

授 業 を行 った2校 で は 、それ ぞれ の学年や 生徒 の実態 に基づ い た学習 計画 か ら、 「上級 学

校 を知 ろ う」 と 「海 外修 学旅 行 を企画 しよ う」 とい うテ ーマ で 、上記 の観 点 と学習活 動 に即

した評価 基 準の 作成 、研 究例題 の方 法 を取 り入れた 各種評 価資 料 の活用 を試 み た。そ の結 果 、

A校(検 証 授業1)で は 、 自己評 価カー ドにお ける意欲 の高 ま りが見 られ 、B校(検 証授 業

2)で は、 ワー クシー トの記 載か ら 自らの発 表 を よ り高 め てい こ うとす る前向 きな姿勢 が見

られ た.こ れ らの こ とか ら、 「生 きる力 の素地 をは ぐくむ 」 ため の指 導に有 効 であ る ことが

確 か められ た。

2今 後の課 題

「総 合的 な学 習 の時 間」 の取 り組み にお いて は、テ ーマや題 材 が先 行 し、評価 の在 り方が

不 明 瞭 であ る場 合 が少 な くない。 今後 は 、学習 を通 して生徒 の変容 を評価 し、成果 と課題 を

明 らか に して い くこ とが大切 で あ る。 また 、指導 と評価 の 一体化 を図 るに は、学校 や学年 の

目標 を 明確 に定 め、 目標 を達 成す るための観 点や 具体 的な 評価規 準 ・評価方 法 を関連 づ けて

設 定す る ことが 一層 必要 で あ る。

今 回 の研 究 では 、毎時 間 の形成 的な 評価 につい ては 、そ の有効性 を生徒 の態 度や 評価 カー

ド等 の感想 か ら具体 的 に とらえる こ とがで きたが 、通知 表等 へ の記 載 のた めの評価 の総括 的

方 法等 が、今 後 の課題 と して残 っ てい る。

また 、各 学校 にお け る3年 間 を見通 した観 点の 系統性 や各 学年 での 取 り組み に対 す る観 点

の重 点 化等 につ いて も校 内で 考察 し、 具体的 なモデル を設定す るこ とが重 要 な課 題 で ある。
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